
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　　　由

　上告代理人越山康の上告理由について。

　原審の適法に確定したところによれば、上告人と被上告人との間で、上告人が訴

外Ｄから交付を受けた被上告人振出にかかる本件小切手金の支払に関して和解契約

が成立し、被上告人から上告人に対して金五五万円を支払う旨を約したが、右小切

手は、賭博によつて右Ｄが負うことになつた金銭給付義務の履行のために、同人か

ら上告人に交付されたものであつたというのである。してみれば、本来、上告人が

被上告人に対して右小切手金の支払を求めることは、公序良俗に違反するものとし

て許されないところというべく、右和解上の金銭支払の約束も、実質上、その金額

の限度で上告人をして賭博による金銭給付を得させることを目的とするものである

ことが明らかであるから、同じく、公序良俗違反の故をもつて、無効とされなけれ

ばならない。このことは、右合意が、論旨のいう創設的なものとして、すなわち、

小切手金支払債務の存否と無関係に金銭支払義務を負担すべきものとする趣旨でな

されたものとしても、異なるところはない。右契約の実質に存する不法性は、当事

者の合意によつて払拭しうるものではないからである。�

　叙上と同旨の原審の判断は正当であり、論旨の引用する判例は、当裁判所の採り

えないところであつて、原判決に所論の違法は存しない。それ故、論旨は採用する

ことができない。

　よつて、民訴法四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員の一致で、主文の

とおり判決する。
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